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研究成果概要 
国際宇宙ステーションに搭載した CALET により、2015 年 10 月から 9 年半にわたっ

て高エネルギー宇宙線の観測を順調に実施している。JAXA と連携した軌道上観測の常

時モニタリングを行って観測運用の最適化を図ることにより、効率的かつ安定的な観測

を実現している。その結果、主要な観測モードである高エネルギー(>10 GeV)トリガー

による観測イベント数はすでに約 23 億に達しており、(1) 1 GeV－20 TeV 領域の電子、

(2) 10 GeV－数 100 TeV 領域の陽子・原子核、(3) 1 GeV－1 TeV 領域のガンマ線の高精

度観測を実現している。これまでの観測により、宇宙線の加速・伝播機構の研究におい

てこれまでの標準モデルでは説明ができない、電子、陽子・原子核成分のエネルギース

ペクトル構造を検出し、宇宙線物理学において新たな概念の構築が必要となっている。      
本年度は、これまでに PRL 等で発表した成果に新たな観測結果を加えて、総合的論文

を発表するとともに、鉄から生成されるチタンとクロムの測定の論文を PRL に投稿し、

また、鉄より重い原子核の起源に迫る超重核 (Z = 28～44) の成分比の結果を得て、ApJ
に投稿した。加えて、MeV－GeV 領域の電子・陽子の観測により、太陽活動極大期にお

ける太陽変調や、及び地球磁気圏放射線帯から大量の MeV 領域電子が降下する REP 
現象の観測でも成果を得ており、それらの起源を明らかにする研究でも成果を報告して

いる。今年度の最新の研究成果については、査読論文（7 件）や国際会議（21 件、内 5
件は招待講演）、日本物理学会等の国内会議（12 件）において発表している。 

宇宙線研究所の共同利用としては、データ解析方法の開発や観測性能検証のために、

宇宙線研の大型計算機システムを利用して大規模なシミュレーション計算を実行してい

る。 
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【国際会議講演】（21 件、詳細は省略） 
【国内会議講演】 
日本物理学会第 79 回年次大会（2024 年） 

鳥居祥二、他 CALET チーム「ISS 搭載 CALET による 9 年間の観測成果ハイライ

トと今後の展望」他 5 件 
日本物理学会 2025 年春季大会（オンライン、2025 年）） 
  鳥居祥二、他 CALET チーム「IISS 搭載 CALET による観測成果ハイライトと今後

の展望」他 3 件 
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小林兼好 他 CALET チーム「ISS 搭載 CALET による 9 年間の軌道上観測の成果」 
(招待講演) 
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